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膽
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狀
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；
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に
依
れ
ば
歷
史
は
多
元
的
め
觀
察
が
許
さ
る 

ベ
き
;^
の
で
あ
る
。
，故
に
唯
物
史
觀
は
”
其
の
氣
質
に 

ぉ
：ぃ
て
，唯
物
論
者
で
«'
い
歷
史
の
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が
ょ
ぐ
知
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て
ゐ
る
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で
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面
的
で
あ
づ
1:
'

牽

强

附

會

の

觀
 

察
で
あ
る
。
を
ば
歷
史
に
：お
け
る
唯
^
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つ
の
要
素
を
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出
し
他
の
要
素
を
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す
る
こ
^
に
ょ
つ
て
の
み
、
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そ
&
成
立
が
可
能
で
あ
る
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し

て
斯
ヾ
の
如
き
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が
今
日
は
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い
て
勢
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を
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て
ゐ
る
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i
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が
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：去
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を
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マ
の
末
期
、
宗
.敎
改
革
後
の
歐
洲
の
如
き
時
代
の
歷
史 

,
は
之
を
解
釋
す
る
こ
？
は
出
來
る
の
で
あ
る
。
何
、̂
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れ
ば
す
ベ
て
の
文
明
の
衰
亡
期
に
あ
つ
て
は
物
質
的
要 

素
が
非
常
に
重
要
だ
か
ら
で
あ
る
。
然
し
、
そ
の
、時
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が
歷
史
全
體
及
び
中
世
£
沄
ふ
ゃ
ぅ
な
特
殊
の
時
代
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な
る
と
唯
物
史
»
的
解
释
は
全
然
誤
謬
で
®
る
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し
て
、
斯
ぐ
の
如
く
滕
史
全
體
ま
た
は
中
世
紀
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耷
ふ
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特
殊
時
代
に
つ
い
て
の
唯
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史
觀
的
解
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を
眞
理
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史
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あ
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合
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の
云
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所
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理
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る
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は
產
業
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趨
勢
が
資
本
の
集
積
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そ
の
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中
に
あ
名
も
’の
ビ
見
. 

た
。
然
し
、:.
彼
が
こ
の
豫
想
か
&:
:
歸
納
し
’た
_

論
は
11 

し
い
と
は
言
へ
な
い
。
彼
は
今
度
の
戰
靜
を
激
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ま
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度
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亡
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し
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暴
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あ
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は
他
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て
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も
の
を
除
外
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は
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然
相
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す
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傾
向
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か
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で
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る
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し
て
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く
の
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き
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に
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そ
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あ
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史
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史
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の
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目
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ゐ
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歷
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的
は
、
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去
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驗
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照
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で
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會
問
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じ
、
，
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ぅ
し
て
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性
質
に
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瞭
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見
懈
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る
に
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ん
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す
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に
あ
る
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.吾
々
が
现
在
ビ
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去
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く
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す
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に
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し
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驗
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;
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究
す
る
こ
S
に
よ
っ
て
で
あ
る
？
產
業
主
義
の
あ
る
方 

面
は
'世
界
史
上
に
お
い
て
新
し
い
事
實
で
あ
る
。
從
っ 

て
過
去
は
そ

の

解
決
祀
っ
い
て
何
も
の
を
も
隄
供
し
は 

し
な
い
の
で
あ
る
。
け
れ
ざ
も
產
業
主
義
を
充
分
に
了 

解
す
る
爲
め
に
は
、
中
世
紀
0
諸
原
理
を
知
る
の
必
要 

が
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
法
律
並
に
通
貨
、
國
象
ど
ギ 

ル
ド
の
*1
%
い

中
讹
の
_
^'
題

は

產

業

主

義

の

背

後

に

あ
 

っ
て
？
ご
の
特
殊
の
發
達
を
決
定
1.
:

た

名

の

で

あ

る

が
 

ら
で
，あ
る
。
も
し
も
吾
々
が
膪
史
を
よ
く
了
解
し
て
ゐ
. 

れ
ば
、
.吾
々
は
產
業
主
«

の
0'
^

«
を
疋
し
く
見
る
こ
：■

;

£

が

出

來

る

し

、

ま

た

、

吾

々

の

內

的

0 '
覺
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會
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る

と

云

ふ

や

う

な

«

向

が

少

な

く

な

る

 

箸

で

あ

る

。

そ

の

過

去

の

經

驗

を

無

視

す

る

€

云

ふ

こ

 

^

は

新

し

.い

こ

^

で

は

な

い

0

#

は

文

明

ど

共

^

舊

い

 

一

も

の

で

あ

る

。

然

し

斯

檨

な

考

を

極

度

ま

で

押

し

進

め

 

一

さ

ラ

レ

て

®

®

の

權

威

に

ょ

つ

て

主

張

し

得

な

い

や

う

 

一

な

提

案

を

拒

否

す

る

ビ

云

ふ

の

は

勿

輪

誤

’で

あ

る

®

け

 

.れ

r

も

一

つ

の

新

し

い

計

擧

を

立

て

る

前

に

、

歷

史

的

 

考

察

を

行

ふ

S

云

ふ

こ

S

は

非

常

に

必

要

な

こ

と

で

な

 

け

れ

ば

な

，ら

な

い

-
。

吾

々

が

歷

史

的

硏

究

に

從

事

し

て

 

,
ゐ

る

气

論

す

べ

き

間

題

が

非

常

に

狭

小

€

な

り

、
且

つ

 

歷

史

的

硏

究

に

ょ

つ

て

雕

#
2

に

な

つ

た

精

神

を

以

て

、
 

論

！
i

す

る

の

で

、

無

駄

な

討

論

の

必

要

が

な

く

な

る

の

 

.
で

あ

る

。

故

に

社

會

思

想

を

論

す

る

も

の

は

‘一

の

歷

史

 

觀

を

持

た

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

然

る

に

多

く

の

祉

會

 

思

想

家

が

抱

懷

す

る

唯

物

史

觀

論

は

、

1

の

や

う

な

 

理

由

に

よ

つ

て

、

史

觀

<

し

て

1£
當

な

る

も

の

で

は

な

い
。
唯
物
进
觀
は
單
に
過
去
の
實
册
を
誤
解
し
て
ゐ
る 

許
り
で
?

,

現

代

人

の

患

想

：へ
も
そ
の
影
響
が
及
ん 

で
ゐ
る
の
で
あ
る
。
S
ラ
u

r
吾
々
は
、
現
代
の
社
會 

が
無
昝
と
迷
信
の
行
ぼ
れ
る
非
人
間
的
な
> 
階
級
専
制 

■の
社
會
か
ら
發
達
し
て
來
.た
も
の
：が
或
ft
自
由
を
喜 

び
、
‘自
_
を
最
も
廣
義
^

さ
5-
;

し

て

最

セ

館

學

的

の

章
 

義
^
解
^'
で
ゐ
た
社
會
か
ら
發
達
し
て
來
た
も
の
と
#
 

ふ
る
O

I
そg

鸯
へ
，方
0
如
何
に
從
つ
て
へ
吾
々
.の
思
，：
 

想
^
重
大
な
萣
異
が
生
じ
て
來
る
め
本
ぁ
る
o
も
し
も 

人
が
ぁ
つ
て
、
過
去
の
蔽
會
が
階
級
|%
#

埘
を
そ
0

®
 

礎
ぞ
し
て
ゐ
た
己
ど
を
信
ず
る
な
'ら
ば
、
彼
は
す
ベ
て

i>
'
し
も
中
世
紀
が
奪
制VJ
無
智
ビ
迷
信
ビ
の
時
代
で
‘ 

あ
る
な
.ら
ば
、
民
衆
の
解
放
は
中
世
紀
の
傅
統
の
破
壞 

で
な
ぐ
て

は

な

ら

，
な

い

。

か
く
の
如
く
考
ふ
る
の
は
そ 

の
精
神
の
論
理
的
な
人
に
は
普
通
の
こ

S
で
あ
る

。
之 

K
反
し
て
、
中
世
紀
は
眞Q

文
明
の
榮
え
た
時
代
で
あ
，
 

る
こ
ビ
を

理
解
し
て
ゐ
れ
ば
、
社
會
改
造
の
方
而
に
あ 

い
て
も
中
世
紀
主
義
を
収
ら
ぅ
ヒ
す

る

の
で
あ
る
。

% 

樣
に
歷
史
的
•認
識
は
社
會
思
想
の
構
成
に
つ
い
て
重
大 

な
關
係
が
あ
る
。
然
ら
ば
歷
史
敁
何
^
ょ
つ
で
動
く
も 

の
で
あ
る
が
9
旣
に

p

g

gは
唯
物
史
觀
の
排
斥
す
ベ 

き
こ
ビ
を
述T

た
。
故
，に

彼

は

物

®
•
的

要

素

を

以

て

歷
 

史
の
原
動
カ
で
あ
る
ビ
は
し
て
.ゐ
な
い
の
で
あ
る
。
彼 

め
認
め
て
、
歷
史
0
原
#
力VJ

す
る
も
の
は
、

一
の
精 

o1

.の
理
想
で
あ
ト
る
。
"こ
の
一
の
精
神
ま
れ 

は
一
.
の
.现
«
が
，
如

何

に

歴

史

を

動

か

し

た

か

を

■

じ

た 

0
%
.
0
o
d
i

o:small、slnterpretati§
of Histbry 

で 

き

て

、

彼
は
一
般
に

两
洋
&
を
考
察
す
る
こ
^
に

第
土
號 

l
!at

の
も
の
を
偏
見
を
以
て
見
'o '

や
ぅ

.

に
な
り
/T

填
步」

な

j

る
假
面
：の

下

に

す

ベ

て

の

社

:#
的

分

裂
の
勢
力
を
維
持
.
一

す
名
こ
ヒ
に
な
る
。
何
れ
ぜ
彼
は
、
す
べ
て
の
過
。

神
で

あ
る

去
^.
ら
(7
)
:傅
統
を
猫
疑
の
服
を
以
て
見
、
さ
ぅ

し

て
す

べ
：ぽ
0
普
通
0
社

會

組

織

に

_

し

弋

偏

見

^
持
つ
て
ゐ
ー

.る
か
色
で
：あ
る
。
 

* 

•

.

笫
$

卷

(

こ
セ
ー

)

雜

錄
ァ
丨
サ
丨
A

 

V

テ
ィ
の



ノ

龄
十
瓦
卷(

.二
七
ニ)

雜
.

錄

ア

.
I
w
i 

O

テ
ィ
0
歷
进
觀
. 

第

二

號

一

,.

よ
つ
て
こ
の
問
題
に
答
へ
ん
ビ
し
て
ゐ
る
の
.で
あ
る
。

題
.が
あ
る
。
そ
は
原
始
的
社
會
に
お
い
て
は
、
見
る
乙 

(
G

u
i

l
d

k
n

a
u

i
s

 

I
n

t
e

r
p

r
e

t
a

t
i

o
n

.

 

P
r

e
f

a
c

e

參
.照) 

と
が
出
來
双
か
つ
だ
經
霞

題

が

：即

ち

之

で

，
あ

る

。

何

’

ぃ

七

 
一'

.. 

V
:

'

•

を
な
れ
ば
瓶
貨
の
剡
始
は
、
近
：_
に
お
け
る
蒸
獄
機
®) 

ぎ

^

^
對
し
て
、
意
義
あ
る
歷
史
上
の
第
一
の
*.
:
. 

•の
發
明
に
も
比
す
べ
き
革
命
を
起
し
て
地
中
海
沿
岸

 ̂

實
は
通
貨
の
始
b
で

あ

る

一

そ

は
^

兀
前
約
七
世
紀
の：

諸
社
會
の
共
産
主
義
的
*
礎

を

襲

し

た

？

ぁ
る
。
 

頃
:0
こ
せ
で
ジ
デ
ィ
ア
の
諸
王
が
交
換
の
，媒

介

物

ど

し

，、
經
濟
的
個
人
主
義
：の
迤
步
ば
、
«:
ち
に
、
ギ
ジ
シ
ア
. 

;t
刻
印
:*
る
一
定
量
の
金
屬
棒
を
侧
始
し
た
ご
.ぢ
に
.始

.1 

.社
會
を
：
• 

}
つ
の
確
然
|2
る
對
抗
す
る
階
、級
^
分
っ
^
。
 

ま
つ
て
ゐ
.る
o

r
代
^
允
は
1
|代
0
間
に
ギ
ッ
シ
ャ
人
.繁
榮
せ
る
地
主
.、
.商
人
、
金
貨
を
一
方
に
、
«
夫
並
に 

の
使
用
し
て
ゐ
た
不
定
最
の
通
货
は
馳
逐
さ
れ
た
。
.斯
て
負
偾
に
よ
る
奴
隸
を
他
方
に
、
こ
の
ニ
つ
の
踏
/«
妃
计 

の
工
夫
ば1

見
.
1.
會
^
變
化
を
1;
起
し
さ
ぅ
^
も

な

れ

72
の
で
あ
る
。
從
來
は
土
地
^
對
す
る
所
有
贺
の
.
 ̂

か
つ
れ
が
、
之
に
從
つ
：て
起
つ
た
社
脅
的
變
化
は
寧
ゃ
チ
念 

を
は
た
:̂
家
族
に
®
し
、.
そ
の 

驚
ズ
べ
备
も
の
が
あ
る
:0
文
明
即
ち
生
活
の
物
質
的
從
：ー：

祖
先
並
に
子
孫
に
属
す
る
も
の
で

あ
る
€
考
へ
ら
れ
て 

,屑
品
0 ,
發
逄
は
乙

の
簡
觀
な
：る
«
明
^
始
^
る
ビ
云
つ
：|
ゐ
た
。
然
る
に
通
貨
の
創
始
と
.f

M

夫
，は
貨
幣
を 

て

も

い

、

位

で

あ

る

げ

そ

は

：
交

換

女

容

易

に

す

る

こ
^

::
必
要
^
し
、
遂
に
を
の
土
地
を
抵
當
ミ
し
て

借
金
を
す 

に
よ
つ
て
外
國
貿
易
を
盛
な
&
し
め
、: '

職
業
並

に

技

術

：

る

や

.ぅ

に

な

つ

た

の

で

あ

6 -

.。
斯
く
の

如
く
し
て
土

也 

上
の
#

^
化
を
可
能
な
&

'1
>
め
た
の
で
あ
^
。
然
し
、
:

の
所
有
權
は
確
立
し
、
土
地
は
益
々
兼
併
せ
。
る

>に
- 

こ
の
利
益
あ
る
發
明
^
共
七
ス
起
ク
て
來
れ一

つ

の

問

至

つ

た

？

.

. 

一

::
:

に 

. 

A

 

.

然
ら
ば

を
は

何
故
に
、
起
つ
た
か
。
交
換
が
物
々
交 

換
に
よ
つ
て
行
は
れ
て
ゐ
な
時
代
で
は
、

商
槳

の

進
步
，
 

に
#

し

「

の
S

然
的
i i

限
が
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
何

V

J
 

な

れ

，
ば

民

衆

は
た

》

彼
等
_

身

：の
使
用
の
た
め
の
み
に 

し
か
交
換
す

る

乙
と
を
し
な
；̂

か
ら
で
あ
る
。
: -

こ
の

^

 

代
に
あ
つ
て
は
交
換
は

た
く

各
當
事
背
が
そ

の

欲
す
る 

ビ
こ
ろ
の
.

も
の
を
有
す
る

.
ビ

会

に

お

い

て

の

^

起
つ 

た

。
，.
然

る

に

, ®

貨
の
行
は

る
：>

ど
>

ヒ
も
に

乙

の
自
然
的 

制
限
は
撤

71
せ
ら
れ
、
さ
ぅ
し
て
歷
史
上
始
め
て
、利
益
；
 

の
.

た
め
に
.物
を
寶
買
す
る
階
級
が
起
つ
て
來
た
の
で
あ 

る

。
：

^

ぅ

し

て

是

等

の

％
<

階

級

は

金

融

上

の

專

門

家 

ど

化

し

た
0
彼
等
は
西
姓
よ

-

^

も
、
よ
.

^

よ
く
%

の
订 

場
惯
値
を
知
^

N

、

こ
の

こ

ご
を

利

用

す
' ^
k

少
し
の

困 

難
を
も
感
じ
な
か
つ
た
の
で

あ

る

。
徐
々
と
し
て
彼
等 

は
，富

み

、

農

夫

似

彼

等

の

偾

務

者

ど

な

つ

た

。
.•さ

ぅ

し 

て
こ
の
^

人
階
級
が
注
產
潘
を
奴
隸
化
す
る

^

と
は
、

. 

通

貨

が

|

定
の
规
定
を
以

T

制
限

3
れ

て

な
:^
社

脅

に
 

:

第

汁

苽

卷
.

.

c

5
j

s

 :

雜

錄
.
::
-

:

ァ
：
丨

サ
l

i

 

y

.あ
っ
て
は
、
何
處
で
も
同
じ
で
あ
る
。
だ
か
ら
ギ
タ
シ 

ャ
人
が
常
^
賣
買
に
關
係
あ
る
諸
槳
に
對
し
て
偏
見
を 

.持
ち
、
.
r
eぅ
し
て
之
を
以
て
墮
落
的
性
質
を
有
す
る
も 

、
，
で
あ
る
C
し
た
の
は
極
め
て
、當
然
な
こ
S
で
^ ,
る
。
 

ー
然
し
够
人
階
級
が
な
く
ち
は
社
會
は
#
立
し
て
行
く
こ 

|

ビ
が
出
來
な
い
の
は
明
扒
で
‘
各
が
、
彼
等
が
ま
た
絕 

ン
大
の
權
カ
を
振
ふ
こ
ビ
は
社
會
の
幸
福
の
た
め
^
ょ

く

 

な
い
^
ビ
で
あ
る
^
し
た
。
，

.ギ
タ
シ
ァ
人
は
こ
0
通
貨
の
施
行
这
.共
((
:
起

っ

て

來
 

た
闕
題
：に
っ
い
I
て
思
a
を
廻
ぐ
ら
し
、
.そ
の
政
治
家
や 

法
律
家
は
を
の
解
決
の
た
め
に
极
锻
し
た
0-
.

で
あ
る 

.,が
： "

人
類
は
^
の
解
決
^
づ
い
て

啪
世
主
義
の
.當
來
す 

る
^
.で
待
た
な
け
，れ
.ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ギ 

f
 V

ャ
の
人
々
は
4

の
通
貨
.の
流
通
に
ょ
っ
て
起
っ
.た 

,
問
題
.を
通
貨
0
制
限
に
ょo

て

解

決し
や

ぅ
^
は
せ
ず

に
、
富
の
使
用
を
制
限
す
る
こ
.と
；2
ょ
0
て
、
解
決
し 

.や
ぅ
と
し
た
。

，ィ
の
，歴

史

觀

m
一
 

S
 

ニ

七
■



第
十
芄

#

O
T

七
，四

し

雜
' 

.錄
へ
ア
I

f

—
レ
デ
イ
0
歷
史
觀 

第
i

s 

1
1
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'

 

.

L
y
c
u
r
g
u
s

は
：ス
パ
ル
タ
の
：共
產
的
生
活
を
、
人
民 

を
典
河
に
生
活
せ
し
Iめ
る
こ

f̂ c

ょ
り
、

さ

ぅ

し

て
.t
b
 

方
は
お
い
て
は

.

各
家
族
に
土
地
を
均
分
し
、

.度
^
制
限
す
る
や
-5
に

通

貨

を

統

制

す

る

こ

£
^
ょ
つ 

て
、
之
を
維
持
せ
んV

J
し
た
の
で
ぁ
る
0 

一 J

の
狀
態
は 

ぺ
，ロ
。ホ
，ン
ネ
ジ
ス
戰
侨
の
當
時
ま
で
績
い
て
、
.ス
パ
ル
：
 

タ
が
ァ
テ
シ
と
戦
つ
て
、:.
测
が
欢
か
つ
た
ど
き
に
、
彼 

等
は
艦
隊
を
得
る
^
め
に
は
通
*
を
要
す
る
e
な
し
て 

L
y
c
u
r
g
u
s

の
法
制
か
ら
離
れ
て
行
つ
た
。
之W

同
時 

R
彼
等
は
そS

 
土
地
制
度
を
镫
ベ
し
た
'0
さ
ぅ
し
て
斷」 

え
ざ
る
戰
#

は
ス
パ
ル
タ
；
の
入
，ロ
：を

減

少

じ

ク
1

家
族 

に
多
數
の
土
地
は
兼
併
せ
ら
れ
、
遂
に
食
富
の
隔
絕
は 

起
っ
て
來
た
o

こ
の
趨
勢
は
財
產
の
：相
®

の
自
A
を
許
，) 

し
ft
. Ep

i
t
a
d
e
u
s

の
法
制
！

2

ょ
つ
て
助
長
さ
れ
た
の
で 

ぁ
る
。
.斯
く
の
如
き
贫
富
0
懸
_
は
遂
^
彼
等
0
共
璇 

的
生
活
を
麻
亡
し
て
し
ま
つ
为
の
で
ぁ
る
。

.：

ア
ツ
チ
カ
に
お
い
て
は
問
題
が
少
し
く
異

P

-/
2

形
相

を
虽
し
て
ゐ
る
。L

y
c
u
r
g
u
s

の
解
決
は
た >

 
に
時
針 

を
後
戾
り
さ
甘
：る
や
ぅ
な
こ
客
で
あ
つ
.た
ば
か
h

で
な 

-く
、
時
計
を
靜
北
さ
す
や
ぅ
な
も
の
で
あ
つ
た
。
然
る 

に
ァ
ツ
チ
カ
に
お
け
る

3
00ロ

の
解
決
は

之
€
異
つ
て 

ゐ
れ
*°
彼
は
‘通

貨

と

之

か

ら

匍

つ

た

社

會

的

變

化

ヒ

を 

.受
け
容
れ
て
、
さ
ぅ
し
て
市
说
の
權
利
_
務
を
、決
定
す 

_ベ
き
檩
準
ど
し
て
門
_
の
代
り
に
財
彥
を
以
て
し
た
の 

で
あ
る」

。
か
ぐV

彼
は
民
衆
を
し
て
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c
u
r
g
u
s

の
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く
强
烈
な
る
訓
鍊
を
受
け
し
め
る
ご
ヾ
し
な
/
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軍
^
當

を
集
®
す
る
誘
惑
を
除
か
ん
と
し
た
。
こ
れ
が
彼
の
奢 

侈

禁

止

法

の

自

的

で

あ

つ

た
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こ
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法

制

は

彼

の

時

に
 

ぉ
い
て
非
常
に
ょ
ぐ
行
は
れ
も
の
で
あ
る
が
、
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種
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'經
濟
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題
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こ
の
法
制
^
ょ
つ
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ょ
く
解
決
す
る
こ
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が
出
來
な
か
つ
/2
の
で
あ
る
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-
か
ィ
て
そ
の
國
家
は
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海
濱
鐵
、
平
野
黛
、
山
嶽
黨
の
三
派
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爭
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た
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こ
の
危
機
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つ
て
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山
嶽
黨
の
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で
あ
る 
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如
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才
能
あ
る
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時
は
解
決
し
た

や

ぅ

な
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の

、

遂
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濟
的
困
離
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底
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に
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す
る
に
は
免
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か
つ
た
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で
あ
る
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が
ぐ
て
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國
質
易
の
發
雄
に
ょ
っ
て
、
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海
港
と
尨
り
、
産
業
的
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市
ざ
な
っ
だ
9
さ
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し
て

る
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は
實
に
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階
級
爭
鬪
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終
つ
て
ゐ
る
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故
欠
然
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し
か
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無
制
限
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通
貨
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濟
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主
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を
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遨
せ
し
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財
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の
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し
た
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農
夫
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；.

金

貨

や
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の

あ
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ゆ
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金
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て
ゐ
た
宗
敎
的
貴
族
を
亡
ぼ
し
て
、
政
游
的
權
カ
を
少

.

融
的
投
機
が
起

.
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て
來
た
の
で
あ
る
。
こ
の
結
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し
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て
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會
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害
の
相
反
す
る
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個
の
階
級
k

分
た
れ 

’

た
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を

：
の
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は
少
數
で
多
額
の
資
本
を
擁
し
、
そ
の
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な
る
目
的
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そ
の
增
加
に
あ
つ
た
。，
他
.の
;:
:
,

1

は
多
數
民 

衆
で
.あ
っ
て
、
彼
等
は 

> し
の
金
錢
上
の
貴
族
に
對
し
て 

多
大
の
反
感
を
持
つ
て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
。
，こ
の
^
き

|
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當
つ
忙
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ン
の
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政
治
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た
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で
あ
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の

興

隞
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階
級
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財
産
別
に
し
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事
實
に
始
ま
つ
て
ゐ
る
の
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あ
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る
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か
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政
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；猶
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會
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は
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斯
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史
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史
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權
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,
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そ
の
直
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利
益
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事
を
も
願
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し
な
.い
の
で
ぁ
つ
た
。
 

か
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反
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、
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つ
た
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あ
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